
新型コロナウイルス感染症に関する報告 

１１月７日より、かんなの里入所利用者が発熱して検査をした所、新型コロナウイルス
感染症陽性が確認されました。その後全利用者、かかわりのあった職員を検査し、利用者
３名、職員１名の陽性が確認されました。ただちに隔離や、ゾーニングを行いましたが、
利用者、職員共に、陽性者が速いペースで増えてしまい、１１月９日よりクラスター感染
となってしまいました。 
幸いにも感染された方の中で、重症化して入院となる方はいませんでした。 
１１月２９日をもちまして終息し、その後物資の後片付けや、掃除、現状復旧に向けた

環境整備を行い１２月５日より、通常生活に戻ることができました。 
皆様には施設への出入りができないことも含め、ご迷惑、ご心配をおかけしたことを深

くお詫び申し上げます。 
今後も関係機関の指導を仰ぎながら、職員一丸となって引き続き感染防止に努めてまい

ります。 
ご意見、ご指導の程、宜しくお願い致します。 
 
                         かんなの里施設長 島野健太郎 
 
以下、感染者の推移です。 
 


